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ミッションとビジョン

グループ概要

出会いから

イノベーションを生み出す

ビジネスインフラになる

Mission

Vision
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働き方を変える

DXサービス

営業DXサービス 経理DXサービス AI契約データベース 名刺アプリ

主要サービス

グループ概要
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大型資金調達による
投資の強化

ビジネス領域の拡大

2008年～2012年5月期

2013年～2019年5月期

2020年5月期～

2025年5月期

連結売上高

43,202百万円

累計100億円を超える資金調達を実施

2013年～2019年5月期

「Sansan」のテレビCM第1弾を放送開始
商号をSansan株式会社へ変更

2014年5月期

東京証券取引所マザーズに上場
経理DXサービス「Bill One」を提供開始

2020年5月期

東京証券取引所市場第一部に上場市場変更

2021年5月期

AI契約データベース「Contract One」を提供開始
東京証券取引所プライム市場に移行

2022年5月期

これまでの歩み (1)

グループ概要

2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025

「Bill One経費」「Bill One債権管理」を提供開始

2025年5月期

(1) グラフは、各年5月期の売上高（2016年5月期以前は単体売上高、2017年5月期以降は連結売上高）
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1,420 

920 

2,357 

終値

株式の状況

グループ概要

株価は、米国金利の上昇等を背景に最高値からは下落したものの、2022年以降は総じて回復傾向

株主構成のうち、約40％を外国法人等が占める

（人） 株価（2025年7月25日時点） 株主構成（2025年5月末時点）

3,642

個人その他

21.49%

金融機関

12.99%

外国法人等

39.12%

証券会社

0.25%

その他の
国内法人

26.14%

2019年 2020年 2021年 2022年 2023年

（円）

1,922

2024年 2025年

自己名義

0.11%
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カンパニー・ハイライト

売上高の堅調な成長と調整後営業利益の成長加速1

堅調な成長を続ける「Sansan」と広大な開拓余地3

サービスに共通する強固な競争優位性と新たな事業展開2

高成長が継続する「Bill One」とさらなる成長ポテンシャル4

今後の業績寄与が見込まれる「Contract One」の成長5
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カンパニー・ハイライト

売上高の堅調な成長と調整後営業利益の成長加速1

2 サービスに共通する強固な競争優位性と新たな事業展開

3 堅調な成長を続ける「Sansan」と広大な開拓余地

4 急速に拡大する「Bill One」と高い成長ポテンシャル

5 今後の業績寄与が見込まれる「Contract One」の成長
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1,709

3,555

6,851～
8,640

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

70,000

売上高

調整後営業利益

33,878

43,202

52,707～54,003

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

70,000

売上高

調整後営業利益

61,518～69,396

5.0%
8.2%

13.0％～16.0％

18%～23%

0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

25.0%

30.0%

35.0%

40.0%

45.0%

50.0%

-5,000

5,000

15,000

25,000

35,000

45,000

55,000

65,000

売上高

調整後営業利益率

調整後営業利益

中期財務方針

2027年5月期までの3年間の売上高の年平均成長率（CAGR）22%～27％、調整後営業利益は2027年5月期において18％～23％を目指す

1年目である2025年5月期実績及び、2年目となる2026年5月期見通しは、中期財務方針達成に向けて順調な水準

2024年5月期 2025年5月期 2026年5月期
見通し

2027年5月期
見通し

CAGR 22%～27%

売上高

調整後営業利益

調整後営業利益率

1 売上高の堅調な成長と調整後営業利益の成長加速を目指す経営方針

中期財務方針

30%以上

長期的な

調整後営業利益率

（百万円）
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フリーキャッシュフロー (1)の創出

フリーキャッシュフローは、売上高の成長と調整後営業利益率の改善を背景に拡大傾向

(1) 営業キャッシュフロー －（有形固定資産の取得による支出＋無形固定資産の取得による支出）

2,101
2,200

3,167

4,917

6,949

13.0%

10.8%

12.4%

14.5%
16.1%

0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000
フリーキャッシュフロー

フリーキャッシュフローマージン

2021年5月期 2022年5月期 2023年5月期 2024年5月期 2025年5月期

（百万円）

フリーキャッシュフロー

1 売上高の堅調な成長と調整後営業利益の成長加速
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1

1 売上高の堅調な成長と調整後営業利益の成長加速

サービスに共通する強固な競争優位性と新たな事業展開2

5 今後の業績寄与が見込まれる「Contract One」の成長

3 堅調な成長を続ける「Sansan」と広大な開拓余地

4 急速に拡大する「Bill One」と高い成長ポテンシャル

カンパニー・ハイライト
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当社の強み

2 サービスに共通する強固な競争優位性と新たな事業展開

アナログ情報をデータ化する技術をはじめ、さまざまな競争優位性を保有

アナログ情報を

データ化する

技術

AIテクノロジーと人の

手入力を組み合わせた独自の

オペレーション

国内における高い

認知度

「Sansan」の高い認知度は、

各サービスへの

信頼性獲得に大きく貢献

強固な営業・

マーケティング

組織とノウハウ

国内最大級のSaaS企業として

強固な営業・マーケティング

組織や高いノウハウを保有
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アナログ情報をデータ化するオペレーション

AIと人による入力を組み合わせることで、大量のアナログ情報を、迅速かつ正確にデータ化するオペレーションを構築

大量のアナログ情報 人：手入力 人：チェック データベース化

創業以来、長年のサイクル

AI：入力

アナログ情報画像の自動解析と入力

2 サービスに共通する強固な競争優位性と新たな事業展開
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自動データ化を支えるさまざまな技術

自社開発の名刺特化型OCRをはじめとした、さまざまな技術を活用することで、自動でのデータ化率を向上

撮影されてから数秒で結果を

ユーザーに届けることを可能にする技術

文字を読み取らずに、

名刺のデザインから項目を見分ける

文字を読み取らずに言語を判定

誤りの傾向を学習してミスの可能性を予測

名刺に特化した自社開発のOCR
ミステイクディテクター 項目セグメンテーション

スマートキャプチャー 言語判定NineOCR

2 サービスに共通する強固な競争優位性と新たな事業展開
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データ化における独自の生成AI「Viola」の活用

独自開発の生成AI「Viola」を活用することで、大幅な自動データ化率の向上とコスト削減を図る

書類の取り込み

背景分離

画像補正

チェック＆補正

大幅な自動化率の向上によるコスト削減

Viola
生成 A I

セキュリティー項目細分割

項目入力

マージ

項目分割

支払い期限 ●●●●年●●月●●日

甲 ■■■■■■■■

2 サービスに共通する強固な競争優位性と新たな事業展開
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サービス展開において着目するポイント

当社グループが掲げるミッション「出会いからイノベーションを生み出す」の下、

アナログな業務フローが残るビジネス分野に対して、DXを実現するサービスを展開

「アナログからデジタル」
紙をはじめとしたアナログな業務フローが残っており、

データ化による大きな効率化の余地

「出会い」 人と人、企業と企業のつながりに注目

Point 1

Point 2

2 サービスに共通する強固な競争優位性と新たな事業展開
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さまざまなビジネス分野におけるサービス展開

培ったテクノロジーやノウハウの横展開により、さまざまなビジネス分野においてサービスを創出

2 サービスに共通する強固な競争優位性

アナログ情報をデータ化する技術を横展開

営業DX 名刺DX 経理DX 契約DX

名刺 契約書請求書

2007年 2012年 2020年 2022年
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1

3 堅調な成長を続ける「Sansan」と広大な開拓余地

4

5

2 サービスに共通する強固な競争優位性と新たな事業展開

1

今後の業績寄与が見込まれる「Contract One」の成長

急速に拡大する「Bill One」と高い成長ポテンシャル

売上高の堅調な成長と調整後営業利益の成長加速

カンパニー・ハイライト
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堅調な売上高成長

2007年のサービス提供開始以来、継続的な進化を経て、国内SaaS最大級の売上高規模に成長

2025年も堅調な成長を持続し、2025年5月時点のARR (2)は270億円を突破

(1) 各年5月期、2020年5月期以前は旧セグメントのSansan事業売上高
(2) Annual Recurring Revenue（年間固定収入）

26,766（百万円）

営業DXサービス「Sansan」へ刷新法人向け名刺管理サービス「Sansan」に名称変更「Link Knowledge」（現「Sansan」）提供開始

2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 20242016

「Sansan」売上高 (1)

270億22百万円

ARR (2) 2025年5月

2025

3 堅調な成長を続ける「Sansan」と広大な開拓余地
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13,811

16,349

18,688

21,509

25,136

707

865

1104

1,379

1,629

14,519

17,214

19,793

22,889

26,766

95.1% 95.0% 94.4% 94.0% 93.9%

「Sansan」その他
「Sansan」ストック
「Sansan」ストック売上高比率

営業体制の強化等に伴い、契約件数、契約当たり月次ストック売上高ともに堅調に成長

解約率は、前年同期比0.07pt増の0.49%となり、1%未満の低水準を維持

0.63%

0.62%

0.44%
0.42%

0.49%

Q3 Q3 Q3

「Sansan」直近12か月平均月次解約率 (1)

Q4

7,744 

8,488 
8,969 

9,693 

10,701 

¥162,000 

¥170,000 

¥184,000 ¥197,000 

¥210,000 

120,000

140,000

160,000

180,000

200,000

220,000

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

「Sansan」契約件数

契約当たり月次ストック売上高
（件）

(1)「Sansan」の既存契約のMRRに占める、解約に伴い減少したMRRの割合

「Sansan」売上高

2021年
5月期

（百万円）

2022年
5月期

2024年
5月期

2023年
5月期

2025年
5月期

2021年
5月期

2022年
5月期

2024年
5月期

2023年
5月期

2025年
5月期

2021年
5月期

2022年
5月期

2024年
5月期

2023年
5月期

2025年
5月期

Q4Q4 Q4Q4

3 堅調な成長を続ける「Sansan」と広大な開拓余地

「Sansan」契約件数・契約当たり月次ストック売上高

ストック売上高
前年同期比

16.9％増

契約件数
前年同期末比

10.4％増

契約当たり
月次ストック売上高

前年同期比

6.6％増

直近の事業状況
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サービス概要

人物や企業、活動に関する情報を、全社で共有できるデータベースを構築

「Sansan」を活用することで、売上拡大とコスト削減を実現

名刺やメールを基にした 100万件を超える 商談履歴等の

生産性の向上による

コスト削減

ビジネス機会の最大化による

売上拡大

企業情報 活動情報人物情報

一元管理されたデータベース

3 堅調な成長を続ける「Sansan」と広大な開拓余地
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接点情報のデータ化による社内人脈の可視化

接点管理

3 堅調な成長を続ける「Sansan」と広大な開拓余地
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さまざまな企業情報の搭載

活動履歴企業情報

3 堅調な成長を続ける「Sansan」と広大な開拓余地
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圧倒的なシェアと盤石な顧客基盤

BtoB領域における高い認知度を獲得し、圧倒的な市場シェアを確立

創業以来培った国内トップレベルのSaaS経営ノウハウを背景に、盤石な顧客基盤を構築

(1) 営業支援DXにおける名刺管理サービスの最新動向2025（2025年1月 シード・プランニング調査）

BtoBにおける圧倒的な認知度と市場シェア 盤石な顧客基盤

2023年売上高シェア (1)

84.1%

3 堅調な成長を続ける「Sansan」と広大な開拓余地
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日本国内における潜在市場規模

多くの企業で利用従業者は限定的であり、日本だけでも数十倍の開拓余地が存在

(1) 分母は総務省統計局「令和3年経済センサス活動調査」を基にした数値、分子は2025年5月期末における「Sansan」の契約件数及び合計ID数を基に算出

「Sansan」

利用企業カバー率 (1)

（前年同期末比）

19.2%
（+1.2pt）

5.1%
（+0.6pt）

0.3%
（+0.0pt）

6.0%
（+0.9pt）

4.6%
（+0.5pt）

1.9%
（+0.2pt）

「Sansan」

利用従業者カバー率 (1)

（前年同期末比）

数十倍の

利用者の拡大余地100人～999人

99人以下

1,000人以上

日本の企業規模区分
（従業者数）

3 堅調な成長を続ける「Sansan」と広大な開拓余地
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データの統合・構造化の重要性

生成AIを有効活用するには、企業内に分散する膨大な情報を、データとして正しく構造化し、利用可能な資産に変えることが重要

生成AIとデータをつなぐ、MCP（Model Context Protocol）サーバーに対するニーズが上昇

名刺 / メール / コンタクト状況 / 商談メモ / 

契約書 / 請求書 / 財務情報 / 人事異動ニュース

一般的な企業内のデータ MCPサーバー
（Model Context Protocol）

・名刺

・メール

・コンタクト
状況

・商談メモ

・契約書

・請求書

・財務情報

・人事異動
ニュース

外部データ

蓄積されたデータと生成AIをつなぎ、必要な情報

を自然言語で引き出せる環境を構築するための、

橋渡し的な役割

MCPとは

3 堅調な成長を続ける「Sansan」と広大な開拓余地
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MCPサーバーの提供

MCPサーバーを提供することで、生成AI時代における価値提供の最大化を図る

企業情報

人物情報

活動情報

MCPサーバー

Claudeでの活用

3 堅調な成長を続ける「Sansan」と広大な開拓余地
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1

2

1

5

3 堅調な成長を続ける「Sansan」と広大な開拓余地

急速に拡大する「Bill One」と高い成長ポテンシャル4

今後の業績寄与が見込まれる「Contract One」の成長

サービスに共通する強固な競争優位性と新たな事業展開

売上高の堅調な成長と調整後営業利益の成長加速

カンパニー・ハイライト
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急速な売上高成長

84 

826 

2,414 

6,168 

9,790 

2020年5月のサービス開始以来、売上高は急速に成長

2025年5月時点のARRは109億円を超過

（百万円）

2021年
5月期

2023年
5月期

2022年
5月期

売上高

前年同期比

2024年
5月期

109億62百万円

ARR 2025年5月

「Bill One」売上高

2025年
5月期

4 急速に拡大する「Bill One」と高い成長ポテンシャル
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営業体制の強化により、有料契約件数、有料契約当たり月次ストック売上高ともに順調に推移

解約率は、前年同様に1%未満の低水準を維持

4 急速に拡大する「Bill One」と高い成長ポテンシャル

(1) Monthly Recurring Revenue（月次固定収入）
(2)「Bill One」の既存契約のMRRに占める、解約に伴い減少したMRRの割合

188

776

1,581

2,816

3,932

¥105,000 

¥149,000 

¥200,000 

¥227,000 

¥232,000 

¥0

¥50,000

¥100,000

¥150,000

¥200,000

¥250,000

¥300,000

¥350,000

0

500

1000

1500

2000

2500

3000

3500

4000

4500

有料契約件数

有料契約当たり月次ストック売上高

84

826

2,414

6,168

9,790

0.49%

0.64%

0.33%
0.33%

（百万円） （件）

「Bill One」売上高 「Bill One」有料契約件数・有料契約当たり月次ストック売上高 「Bill One」直近12か月平均月次解約率 (1)

ARR
2024年2月

68億44百万円

MRR
前年同期比

42.7%増

有料契約件数
前年同期末比

39.6%増

有料契約当たり
月次ストック売上高

前年同期比

2.2%増

売上高
前年同期比

58.7%増

2022年
5月期

2023年
5月期

2024年
5月期

2022年
5月期

Q4

2024年
5月期

Q4

2025年
5月期

Q4

2021年
5月期

2022年
5月期

2023年
5月期

2024年
5月期

2021年
5月期

2025年
5月期

2025年
5月期

2023年
5月期

Q4

直近の事業状況
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サービス概要

あらゆる請求書を

オンラインで受領

99.9% (1)の精度でデータ化

請求書受領 債権管理

請求書発行から

入金消込までを

一気通貫で完結

「Bill Oneビジネスカード」

を活用した経費精算により

社員の立替経費をなくす

経費精算

© Sansan, Inc.

請求書受領に加え、経費精算、請求書発行から入金消込までを一気通貫で完結させる債権管理を実現

経理業務における、二大証憑である、「請求書」と「領収書」に関する業務を効率化

(1) 当社が規定する条件をみたした場合のデータ化精度

4 急速に拡大する「Bill One」と高い成長ポテンシャル



© Sansan, Inc. 30

顧客基盤とポジショニング

業種業態を問わず、さまざまな企業の利用が拡大

クラウド請求書受領サービス市場において、売上高シェアNo.1を獲得

クラウド請求書受領サービス市場 (1) 導入顧客事例

その他

A社

B社

C社

47.0%

2023年売上高シェア

(1) デロイト トーマツ ミック経済研究所「高成長が続くクラウド請求書受領サービス市場」（ミックITリポート2024年12月号）

4 急速に拡大する「Bill One」と高い成長ポテンシャル
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日本国内における潜在市場規模

利用企業数はまだ限定的であり、日本国内だけでも大きな開拓余地が存在

(1) 分母は総務省統計局「令和3年経済センサス活動調査」を基にした数値、分子は2025年5月期末における「Bill One」の契約件数を基に算出

5.3%
（+1.2pt）

2.9%
（+0.8pt）

0.1%
（+0.0pt）

「Bill One」

利用企業カバー率 (1)

（前年同期末比）

数十倍の

利用企業の拡大余地100人～999人

99人以下

1,000人以上

日本の企業規模区分
（従業者数）

4 急速に拡大する「Bill One」と高い成長ポテンシャル
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言語理解研究所（グループ会社）の自然言語処理技術の活用により、請求書分野での高度なデータ化を実現

作成したデータと生成AIを掛け合わせることで、月次決算の加速や自動化につながる、新たなサービスや機能を創出

高精度で

請求書の明細を

データ化
× AI生成

自然言語処理技術

新たなサービスや
機能の開発

・明細データ化の高度化

・月次決算の加速や自動化

4 急速に拡大する「Bill One」と高い成長ポテンシャル

高度化されたデータの活用
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1

2

1

3

4 急速に拡大する「Bill One」と高い成長ポテンシャル

今後の業績寄与が見込まれる「Contract One」の成長5

堅調な成長を続ける「Sansan」と広大な開拓余地

サービスに共通する強固な競争優位性と新たな事業展開

売上高の堅調な成長と調整後営業利益の成長加速

カンパニー・ハイライト
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全社の働き方を変えるAI契約データベース

あらゆる契約書を正確にデジタル化し、一元管理することで、さまざまな課題を解決するAI契約データベース

5 今後の業績寄与が見込まれる「Contract One」の成長

AI契約データベースを全社で運用全ての契約書を正確にデジタル化 データを自動で構造化

スキャン代行

アップロード

API連携

電子契約

紙の契約書

PDFデータ

親子関係を

自動ひも付け

契約の状況を

自動判定

契約先ごとに

構造化

OCR

×

手入力補正 「Sansan」と連携 AI検索/要約機能

全従業員向けの

アカウント付与

柔軟かつ安全な

権限設定
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全社の生産性向上を実現する、生成AIを活用した機能「Contract One AI」を提供

5 今後の業績寄与が見込まれる「Contract One」の成長

画面は開発中のイメージです。実際の画面とは異なる場合があります。

生成AIを活用した「Contract One AI」
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サービス開始以降、売上高及び契約件数は、順調に成長

61

212

415

574

0

200

400

600

800

1000

63

140

222

393

売上高

（百万円）

契約件数

（件）

前年同期比

約70％以上増

前年同期比

77.0％増

2022年5月期 2023年5月期 2025年5月期2024年5月期 2022年5月期末 2023年5月期末 2025年5月期末2024年5月期末2026年5月期
見通し

5 今後の業績寄与が見込まれる「Contract One」の成長

直近の事業状況
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カンパニー・ハイライト

売上高の堅調な成長と調整後営業利益の成長加速1

堅調な成長を続ける「Sansan」と広大な開拓余地3

サービスに共通する強固な競争優位性と新たな事業展開2

急速に拡大する「Bill One」と高い成長ポテンシャル4

今後の業績寄与が見込まれる「Contract One」の成長5
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免責事項

本資料の作成に当たり、当社は当社が入手可能な情報の正確性や完全性に依拠し、前提としていますが、その正確性あるいは完全性について、当社は何ら

表明及び保証するものではありません。また、発表日現在の将来に関する前提や見通し、計画に基づく予想が含まれている場合がありますが、これらの将

来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、当社として、その達成を約束するものではあり

ません。当該予想と実際の業績の間には、経済状況の変化や顧客のニーズ及びユーザーの嗜好の変化、他社との競合、法規制の変更等、今後のさまざまな

要因によって、大きく差異が発生する可能性があります。

なお、当社は、新たな情報や将来の事象により、本資料に掲載された将来の見通しを修正して公表する義務を負うものでもありません。
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